
 

会 議 記 録 
 高松市附属機関等の設置、運営に関する要綱の規定により、次のとおり会議記録を公表します。 

会 議 名 平成２５年度 第１回高松市社会教育委員会議 
開催日時 平成２６年１月２２日（水） １０時～正午 
開催場所 四番丁スクエア ２階講座室 

議  題 

(1)高松市生涯学習基本計画の推進状況について 
(2)新高松市子ども読書推進計画について＜改訂版＞（案）について 
(3)社会教育委員の委嘱の基準について 
(4)消費税率引き上げに伴う施設等使用料の改定について 

公開の区分 ■ 公開    □ 一部公開    □ 非公開 
上記理由  

出席委員 
加野委員、葛西委員、関元委員、新田委員、横山委員、福濱委員（欠席委員

１名） 
傍聴者 ０人 
報道記者 １名（四国新聞社） 

担当課および連絡先 生涯学習課  839-2633 
 

会議の経過および結果 
(1)  高松市生涯学習基本計画の推進状況について 

まなびプランⅡの事業評価の根拠や、計画においての全体的な評価方法について 
   子どもたちに重要な「早寝早起き朝ごはん」についての啓発等の取組みやその重要性に

ついて 
(2)  新高松市子ども読書推進計画について＜改訂版＞（案）について 
  学校図書館指導員の専任化やその予算取りについて 

学校と図書館の連携の重要性について 
読書の重要性、また学校生活や家庭の中での新聞の活用について  

(3)  社会教育委員の委嘱の基準について 
  委嘱の基準や構成の重要性について 
(4) 消費税率引き上げに伴う施設等使用料の改定について 
 高松市ふれあい創作館、生涯学習センター、図書館の改定後の使用料について 
 生涯学習センターの使用料について（無料、通常の３倍の場合など） 
男女参画共同センターの施設使用料は設定が低く利用しやすい 

 まなび CAN の施設使用料は設定が少し高いが、市民の発表の場として利用するためには、 
もう少し市民の声を取り入れた金額設定をするべきである 
 (5) その他 
  学校教育の中での英語教育について 
  社会教育委員会等の会議の中での議論や意見出しの重要性、また、今後の事業等への生

かし方について 
  デパート等の閉館後の活用について 
  災害時の対応や、それに向けての体験学習の重要性について 
    
以上の説明や議論等があった。 


